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荻山委員長、三日月滋賀県知事から激励を受け、必勝を誓う
柿本氏（中央左）と梶原氏（右）

　

第
30
回
大
会
以
降
、
組
合
員
相
互
扶
助
の
精
神
に
則
り
、「
交

運
共
済
」
「
家
族
支
援
共
済
」
を
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
主
た
る
共
済
と

位
置
付
け
、
組
合
員
と
家
族
の
福
祉
の
増
進
を
め
ざ
し
て
取
り
組

み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
共
済
の
加
入
促
進
や
、
事
象
発
生
時
の
連
絡
・

申
請
お
よ
び
迅
速
な
給
付
な
ど
、
各
級
機
関
の
力
強
い
取
り
組
み

に
よ
り
、
世
話
役
活
動
の
柱
と
し
て
大
き
な
成
果
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
特
に
家
族
支
援
共
済
に
つ
い
て
は
、
年
間
取
り

組
み
目
標
を
大
き
く
上
回
る
9
5
0
名
の
加
入
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
は
年
間
を
通
し
て
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
、
各

地
で
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
多
く
の
組
合
員
や
ご
家
族
が
被

災
し
ま
し
た
。
こ
の
状
況
を
鑑
み
て
、
万
一
の
災
害
に
備
え
た
火

災
共
済
・
地
震
風
水
害
共
済
の
一
層
の
加
入
促
進
が
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

新
規
採
用
者
に
つ
い
て
は
、
今
年
も
総
合
共
済
お
よ
び
セ
ッ
ト

共
済
の
全
員
加
入
に
む
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
福
祉
対
策
部
運
営
委
員
会
を
は
じ
め
と
す
る
各

級
機
関
の
対
策
会
議
を
開
催
し
、
さ
ら
に
充
実
し
た
取
り
組
み
を

進
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

他
国
の
労
働
組
合
役
員
や
働
く
仲
間
と
の
交
流
を

通
じ
て
、
相
互
理
解
と
友
好
・
信
頼
関
係
を
構
築
す

る
こ
と
は
、
民
間
外
交
の
観
点
か
ら
非
常
に
有
意
義

な
活
動
で
あ
り
、
訪
問
な
ど
に
よ
り
社
会
情
勢
及
び

歴
史
や
文
化
に
触
れ
る
こ
と
で
国
際
的
視
野
を
広

げ
、
今
後
の
Ｊ
Ｒ
西
労
組
運
動
や
社
会
生
活
に
大
き

く
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
運
動
を
推
進
す
る
う
え
で
、
労
働

組
合
と
し
て
国
際
労
働
運
動
を
学
ぶ
こ
と
は
非
常
に

有
益
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
様
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
た
こ
と
で
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
き
ま

し
た
。

　

今
年
度
も
5
月
に
第
24
回
国
際
連
帯
活
動
と
し

て
、
台
湾
鉄
路
工
会
と
の
交
流
を
図
り
ま
す
。

　

今
後
の
国
際
連
帯
活
動
に
つ
い
て
は
、
派
遣
方
法

や
規
模
な
ど
を
一
部
見
直
す
方
向
で
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

中
央
本
部
は
、
第
30
回
定
期
大
会
に
基
づ
く
効
率
的
な
予
算
執

行
を
行
っ
て
お
り
、
執
行
状
況
を
本
部
「
組
織
・
財
政
検
討
委
員

会
」
へ
報
告
し
中
長
期
展
望
に
立
っ
た
議
論
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
8
年
度
上
期
の
中
央
本
部
の
予
算
執
行
は
、
対
予
算
に

対
し
て
収
入
が
56・0
％（
前
年
55・0
％
）、支
出
が
49・4
％（
48・

8
％
）の
執
行
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

組
合
費
収
入
は
、対
前
年
比
99・
2（
99・
3
）％
、6
7
5
万
円

の
減
収（
6
0
2
万
円
減
）と
な
り
ま
し
た
。

　

想
定
（
予
算
）
の
収
入
は
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、
前
年
同
期
比

で
は
減
収
で
あ
り
、
よ
り
一
層
の
緊
縮
財
政
の
運
営
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

次
年
度
以
降
も
当
面
の
間
は
、
平
均
組
合
費
は
微
増
傾
向
が
続

く
一
方
で
、
シ
ニ
ア
層
の
増
加
に
よ
り
組
合
費
収
入
の
減
少
傾
向

が
続
く
も
の
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
運

動
の
継
続
、
発
展
に
む
け
、
組
織
拡
大
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
人

件
費
を
は
じ
め
と
す
る
財
政
支
出
全
般
の
見
直
し
に
よ
る
経
費
節

減
、
さ
ら
に
は
将
来
に
向
け
た
再
度
の
組
合
費
改
定
も
い
ず
れ
は

議
論
す
べ
き
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
よ
り
一
層
の
緊
縮
財
政
の
運
営
に
よ
り
、
健
全
財
政
の

確
立
に
努
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
岡
山
地

本
及
び
各
地
本
・
総
支
部
政
策
・
調
査
担
当
役
員
を
含
め

た
準
備
委
員
会
を
設
置
し
、
連
携
を
密
に
し
て
い
く
こ
と

と
し
ま
す
。

　

選
挙
の
効
率
化
や
関
心
を
高
め
る
な
ど
を
目
的
に
4
年
に
1

度
、
3
月
1
日
〜
5
月
31
日
に
任
期
満
了
と
な
る
都
道
府
県
の
知

事
、
市
・
町
・
村
長
、
地
方
議
員
の
選
挙
を
ま
と
め
て
実
施
す
る

第
19
回
統
一
地
方
選
挙
が
4
月
に
実
施
を
さ
れ
ま
す
。
こ
の
統
一

地
方
選
挙
の
結
果
は
国
政
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
、
政

党
の
執
行
部
の
進
退
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
非
常
に
重

要
な
選
挙
で
す
。
そ
の
中
で
、
前
回
の
統
一
地
方
選
挙
に
つ
い
て

は
厳
し
い
な
か
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
組
織
内
候
補
4
名
全
員
の
当
選
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
7
月
に
は
第
25
回
参
議
院
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
今
回

の
選
挙
か
ら
参
議
院
の
定
数
が
6
枠
増
え
、
比
例
区
の
上
位
2
位

に
つ
い
て
政
党
の
判
断
で
拘
束
名
簿
方
式
の
「
特
定
枠
」
と
し
て

設
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
参
議
院
比
例
区
で

は
拘
束
名
簿
方
式
と
非
拘
束
名
簿
方
式
の
両
方
が
混
在
す
る
選
挙

と
な
る
ほ
か
、
新
元
号
で
の
初
の
国
政
選
挙
と
な
り
ま
す
。
ま
た

平
成
生
ま
れ
の
立
候
補
が
可
能
に
な
り
、
平
成
生
ま
れ
の
参
議
院

議
員
が
誕
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
憲
法
改
正
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
の
是
非
や
、
北
方

領
土
問
題
の
２
島
先
行
返
還
な
ど
を
問
う
た
め
の
衆
参
院
同
日
選

挙
の
可
能
性
が
強
ま
る
中
、
今
後
、
一
強
政
治
・
長
期
政
権
の
弊

害
の
な
か
で
国
会
・
国
民
軽
視
を
続
け
て
き
た
安
倍
政
権
が
次
々

と
政
策
を
打
ち
出
し
、
昨
年
の
通
常
国
会
で
の
外
国
人
材
受
け
入

れ
問
題
は
、
国
の
あ
り
方
や
社
会
全
体
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

テ
ー
マ
で
す
。

　

確
固
た
る
民
主
主
義
の
実
現
に
は
巨
大
与
党
に
対
峙
で
き
る
健

全
な
野
党
勢
力
が
必
要
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
野
党
同
士
で
選
挙

区
の
候
補
を
奪
い
合
う
状
況
も
生
じ
て
い
る
ほ
か
、
野
党
内
で
所

属
先
を
移
動
す
る
な
ど
有
権
者
に
は
理
解

で
き
な
い
行
動
も
か
い
ま
見
え
ま
す
。
今

後
の
政
治
勢
力
が
ど
の
よ
う
な
党
運
営
・

国
会
対
応
を
は
か
っ
て
い
く
の
か
、
引
き

続
き
慎
重
に
見
極
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
政
権
交
代
可
能
な
二
大
政
党
体
制

の
構
築
を
め
ざ
し
、
組
織
内
議
員
・
推
薦

議
員
と
の
連
携
を
深
め
つ
つ
、
広
く
社
会

か
ら
共
感
を
得
ら
れ
る
政
治
活
動
・
労
働

運
動
に
取
り
組
み
、
働
く
者
・
生
活
者
の

立
場
に
立
っ
た
政
策
実
現
を
め
ざ
し
て
い

き
ま
す
。

　

そ
の
上
で
Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、
政
局
の
動

向
と
は
距
離
を
置
き
、
特
定
の
政
党
を
支

援
し
て
い
く
の
で
は
な
く
、連
合
、Ｊ
Ｒ
連

合
の
方
針
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、Ｊ
Ｒ
西

労
組
の
運
動
方
針
等
に
賛
同
す
る
政
治
家

個
人
を
支
援
す
る
と
の
考
え
に
立
ち
、改

め
て
私
た
ち
と
政
治
と
の
関
わ
り
や
重
要

性
を
訴
え
、
日
常
的
に
政
治
活
動
へ
の
理

解
を
広
げ
る
べ
く
、
政
治
へ
の
参
画
の
大
切
さ
を
引
き
続
き
提
起

し
、
活
動
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
Ｊ
Ｒ
産
業
界
と
し
て
抱
え
る
政
策
課
題
の
解
決
に
向

け
て
は
、
と
り
わ
け
人
口
減
少
局
面
の
中
で
い
か
に
持
続
可
能
な

公
共
交
通
体
系
を
構
築
し
、
交
通
運
輸
産
業
の
活
性
化
、
地
域
と

の
共
生
な
ど
、
交
通
政
策
基
本
法
を
軸
と
し
た
取
り
組
み
が
一
層

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
政
策
課
題
の
実
現
の
た
め
に
、

引
き
続
き
、
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談
会
、
21
世
紀
の
鉄
道
を
考

え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
西
労
組
地
方
議
員
団
会
議

と
の
連
携
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
は
、
す
で
に
下
関
市
議
会
選
挙
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

3
月
以
降
は
地
方
議
員
団
会
議
の
会
員
の
う
ち
8
名
の
選
挙
が
あ

り
ま
す
。
と
り
わ
け
第
19
回
統
一
地
方
選
挙
で
は
、
現
職
の
梶
原

英
樹
氏
（
35
才
、
京
都
地
方
本
部
執
行
委
員
）、柿
本
忠
則
氏（
36

才
、
広
島
地
方
本
部
副
執
行
委
員
長
）
が
府
、県
議
会
議
員
に
挑

戦
し
ま
す
。

　

関
係
地
本
を
主
体
に
、
議
員
団
会
議
に
加
入
し
て
い
る
組
織
内

議
員
上
記
2
名
を
は
じ
め
と
す
る
全
員
の
当
選
に
向
け
て
、
全
力

を
あ
げ
て
支
援
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。

　

今
後
も
推
薦
候
補
の
当
選
へ
の
支
援
活
動
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
世
代
交
代
が
進
む
中
で
、
組
合
員
の
政
治
参
画
意
識
を
促

し
、
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
平
和
で
安
心
な
社
会
の
構
築
、
鉄
道

や
公
共
交
通
の
維
持
・
発
展
と
雇
用
と
生
活
の
改
善
に
向
け
た
要

求
実
現
の
た
め
に
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
政
治
方
針
に
基
づ
き
、
私
た
ち

の
意
見
を
代
弁
し
て
い
た
だ
け
る
議
員
を
議
会
に
送
り
出
す
こ
と

が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
組
合
員
と
そ
の
家
族
へ
Ｊ
Ｒ
西
労

組
の
政
治
方
針
の
理
解
を
広
め
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
が
推
薦
す
る
議
員

へ
の
確
実
な
投
票
に
向
け
て
足
元
を
固
め
る
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。
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〔2018年度改選を迎える議員団所属議員〕

【比例区】推薦候補者

氏　　名所属地本

　 向日市議会

京都府議会

奈良県議会

兵庫県議会

岡山市議会

鳥取県議会

下関市議会

山口県議会

広島県議会

金沢・京都・大阪・和歌山・福知山・
神戸・西バス地本・総支部

議会名

　 2019年  7月

2019年  4月

2019年　4月

2019年　4月

2019年　4月

2019年　4月

2019年　2月

2019年　4月

2019年　4月

改選期

　

候補者名出身産別

　

担当地本・総支部

　

近藤　宏和

梶原　英樹

田尻　　匠

栗山　雅史

楠木　忠司

福間　裕隆

山下　隆夫

酒本　哲也

柿本　忠則

電力総連 現浜野よしふみ

岡山・米子・広島・福岡・中バス私鉄総連 現森屋　たかし

Ｊ
Ｒ
西
労
組
主
催

「
第
７
回
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」の
実
施
に
つ
い
て

日　

時　

2
0
1
9
年
5
月
28
日

場　

所　

岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー 

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

規　

模　

2
0
0
名
程
度

来　

賓　

岡
山
市
、総
社
市
、N
P
O
法
人
公
共
の
交
通
ラ
ク
ダ

　
　
　
　
（
R
A
C
D
A
）、地
元
議
員
、地
元
新
聞
社

８

政
治
活
動
の
取
り
組
み

９

福
祉
対
策
活
動
の
取
り
組
み

10

国
際
連
帯
活
動
の
取
り
組
み

11

財
政
の
確
立
に
向
け
て

12

当
面
の
組
織
運
営
に
つ
い
て
（
省
略
）

１
．地
域
活
性
化
に
向
け
た
活
動
の
展
開

２
．Ｊ
Ｒ
連
合
と
連
携
し
た

　

政
策
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

３
．安
全
で
秩
序
あ
る
バ
ス
事
業
に
向
け
て

１
．大
会
方
針
に
基
づ
く
予
算
執
行

２
．本
部
財
政
と
地
方
財
政
の
整
合
と
適
正
化
に
つ
い
て

３
．中
長
期
的
な
展
望
に
つ
い
て

１
．Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
政
治
方
針

２
．Ｊ
Ｒ
西
労
組
議
員
団
会
議
と
の
連
携

３
．第
25
回
参
議
院
選
挙
の
対
応
に
つ
い
て

４
．政
治
団
体「
交
通
政
策
を
す
す
め
る
会
」の
加
入
促
進


